
  

 
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

大河ドラマ『光る君へ』の影響もあって、『源氏物語』を読もうと思われた方もいらっ

しゃるのではないでしょうか。とはいえ、平安時代は遠い昔。当時の身分制度や慣習、

そして舞台となる建物の実情はピンとこないものです。 

本書では、『源氏物語』の舞台、平安京内裏
だ い り

のの中の「後宮
こうきゅう

殿舎
で ん し ゃ

の （天皇の家族

が暮らす建物）の役割と、それが物語にどう影響していたのかを紹介しています。 

後宮に住む女性たちは、住んでいる建物（殿舎）の名前で呼ばれます。例えば、

源氏物語で光源氏の敵役である弘徽殿
こ き で ん の

女御
に ょ う ご

の。弘徽殿は史実でも身分が高い皇后

や母后が使用する格式高い殿舎で、いわば権力の象徴です。けれども『源氏物語』

の弘徽殿女御は格式の低い殿舎の女御に立后争いで敗れており、現実にはあり得

ない、その意外性が当時の読者にインパクトを与えたのだそうです。 

後宮殿舎を単なる名称としてではなく、そこに込められた作者の思いや当時の事情

を知ることで、平安朝物語作品をより一層身近に楽しめるのではないでしょうか。（こ） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 日 月 火 水 木 金 土 

      

 
1 

館内整理日 

2 
調べもの 

マスター 

 

3 
 

4 
おは森 

5  6  7 8 
ちい森 

9 
 

 

10 
 

1１ 
おは森 

12 
振替休日 

13 
振替休館日 

 

 

14 15 
 

16 
アルプラ 

 移動図書館  

17 

18 
スペシャル 

お話会 

19 
 

20 

 

21 
  

22 
ちい森 

in中主  

23 
 

24 
  

25 
おは森  

26  27 
 

 

28 29 30 

 

31 
ずくぼん

じょ 

 

☆今月の１冊☆ 

“ ”

 

『源氏物語の舞台装置』 
栗本賀世子／著  吉川弘文館 （913.36 クリ） 

 

10：30～12：00 

夏は特別版!! 

詳細は４面を 

ご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

あたらしく図書館に入ってきたものから、 

注目の本をピックアップしてご紹介します。 

 

 

『勇気論』 

内田樹／著 光文社（158） 

 
いまの日本人に一番足りな

いものは何だろうか。ジョブ

ズ、フロイト、孔子、河竹黙

阿弥、大瀧詠一など、話頭は

転々として奇を極め…。“モ

ヤモヤを抱えた編集者との

往復書簡”によって、内田樹

が「勇気」の意味を考察する。 

 

『女友達ってむずかしい?』 

クレア・コーエン／著 安齋奈津子／訳  

河出書房新社（361.4） 

 

女の友情は“一生モノ”、それ

とも“ハムより薄い”? 「女

性同士の友情」をめぐる俗説

を、インタビューや学術的考

察をまじえて解きほぐし、息

苦しくない「友だち関係のあ

り方」を提案する。 

 

『ファーブルと日本人』 

養老孟司／著 かや書房（486.04） 

 

母国フランスよりも日本で親し

まれたファーブル。長年の友人

である養老孟司と、ファーブル

昆虫館館長・奥本大三郎が、フ

ァーブルを切り口に、考え方、

教育、生き方、日本人、文化、

環境問題、科学について語り尽

くす。 

 

『あらゆることは今起こる』 

柴崎友香／著 医学書院（493.93） 

 

私の体の中には複数の時間が流

れている-。ある場所の過去と

今。誰かの記憶と経験。出来事

をめぐる複数からの視点。

ADHDの診断を通じて、自分の

内側で起こったことを綴る。 

 
 
 

『和菓子の愉しみ』 

堀部美奈子／著 翔泳社（596.65） 

 
心も体も満たしてくれる和菓

子。和菓子の基礎知識はもちろ

ん、季節ごとの味わい、五感を

使った愉しみ方、器選び、お茶

や珈琲とのペアリング、包み紙

の活用方法、簡単な和菓子レシ

ピなど、さまざまな愉しみ方を

提案する。 

 

 

『「ペットロス」は乗りこえられますか?』 

濱野佐代子／著 KADOKAWA（645.9） 

ペットを大切にしている飼い

主であれば誰にでも起こりう

るペットロス。専門家によるエ

ビデンスに基づき、ペットロス

から再生へのプロセス、社会全

体の理解へ導くグリーフケア

の本。 

 

『恋と誤解された夕焼け』 

最果タヒ／著 新潮社（911.36） 

 

愛されていると思えたら、心が

光をまとう、誰もいらないと思

える、どんなさみしさも美しく

見えて、そうしてきみはぼくの

体温そのものだった。(「川辺

の詩」より) 43 篇を収めた詩

集。 



請求記号 タイトル 著者名 出版社 

S 468.6 びわ湖のプランクトン 石上三雄／著 文理閣 

007.35 ネットはなぜいつも揉めているのか 津田正太郎／著 筑摩書房 

024.1 しぶとい十人の本屋 辻山良雄／著 朝日出版社 

148.4 陰陽師の平安時代 中島和歌子／著 吉川弘文館 

210.32 古墳と埴輪 和田晴吾／著 岩波書店 

220 文房具の考古学 山本孝文／著 吉川弘文館 

291.01 日下を、なぜクサカと読むのか 筒井功／著 河出書房新社 

291.09 忘れられた日本史の現場を歩く 八木澤高明／著 辰巳出版 

318.8 町内会 玉野和志／著 筑摩書房 

324.7 図解いちばんやさしく丁寧に書いた相続登記の本 山口里美／監修 成美堂出版 

338.7 消費者金融ずるずる日記 加原井末路／著 三五館シンシャ 

369 すき間の哲学 村上靖彦／著 ミネルヴァ書房 

387 熊神 川村湊／著 河出書房新社 

493.4 おなかの不調 江田証／著 新星出版社 

493.74 安全に狂う方法 赤坂真理／著 医学書院 

493.93 思春期の「つながる気持ち」はどこへ行く? 関正樹／著 日本評論社 

519.1 グリーン戦争 上野貴弘／著 中央公論新社 

588.6 にっぽん味噌蔵めぐり 岩木みさき／著 東海教育研究所 

593.5 おうちで全部洗える魔法の洗濯術 茂木孝夫／著 コスミック出版 

596.04 レシピの役には立ちません 阿川佐和子／著 新潮社 

686.5 電車で怒られた! 田中大介／著 光文社 

726.9 ムーミン切り絵 祐琴／著 ブティック社 

751.1 日本のやきもの探訪 森由美／監修 メイツユニバーサルコンテンツ 

778.77 最新アニメ業界の動向とカラクリがよ〜くわかる本 谷口功／著 秀和システム 

911.30 ｲﾅ 古池に飛びこんだのはなにガエル? 稲垣栄洋／著 辰巳出版 

913.36 ｻｻ 源氏物語ものことひと事典 砂崎良／著 朝日新聞出版 

913.6 ｱｻ 凍空と日だまりと あさのあつこ／著 徳間書店 

913.6 ｷｳ 惣十郎浮世始末 木内昇／著 中央公論新社 

913.6 ｷﾀ 黄昏のために 北方謙三／著 文藝春秋 

913.6 ｼﾊ 暗殺 柴田哲孝／著 幻冬舎 

913.6 ｾﾄ 命日 瀬戸内寂聴／著 講談社 

914.6 ｺｳ 君はどう生きるか 鴻上尚史／著 講談社 

914.6 ﾌﾚ 転がる珠玉のように ブレイディみかこ／著 中央公論新社 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜つれづれノート＞ 
 

文庫本の発売日を待って、本屋へ。以前から気になっていた本な

どを合わせて数冊購入。うち３冊が、出版社のブックフェアの対象

の文庫本で、1 冊につき 1 個のブックマーカーのプレゼント!! 種

類は４種類。どれも可愛いネコ。選べない・・・。これって、選ば

ない１匹を選ぶってことでは?! ひとつを選ぶより、ひとつを選ば

ないことの方が難しいとは思いもせず、何とか１匹を選択。 

数週間後。再びブックフェア対象の文庫本を購入。４匹揃って本

から顔を出している様子は、何とも愛くるしいです。（こ） 

野洲市の図書館のご案内 
 

野洲図書館（本館） 

〒520-2315 野洲市辻町 410番地 

TEL  077-586-0218 

ＦＡＸ 077-587-5976 

開館時間：火～日：10：00-18：00 

 

野洲図書館中主分館（北部合同庁舎内） 

〒520-2423 野洲市西河原 2400番地 

TEL/ FAX 077-589-3382 

開館時間：火～日：10：00-17：15 

夏の移動図書館は特別版！ 

毎月第３金曜日のアル・プラザ野洲での移動図書館を、８月は特別版として開催します。  

利用カードを作る出張窓口も開設、新規登録した人にはノベルティグッズをプレゼント！ 

まだ利用カードをお持ちではない人は、この機会にぜひお越しください。 

（住所がわかる証明書類をお持ちください。） 

 

●日時 ８月１６日（金）１０：３０～１２：００ 

●場所 アル・プラザ野洲 1階セントラルコート 

★会場では「工作あそび」もおこないます★ 
「わりばしマジックハンド」か「中国ゴマジャグリング」のどちらか１つを作れます。 

開催時間 10：40～11：30 時間中、いつでも作れます。持ち物・事前予約不要です。 

※混雑時はお待たせすることもあります。 

   

としょかんで夜更かし★ ～BOOK＆MUSIC～ 開催決定！ 

2024年９月 15日（日）18：30～22：00 
 

少しおそい時間まで、図書館を特別に開館します。 

秋の夜長は読書に最適。図書館でゆっくりおすごしください。 

 

＜夜更かしメニュー＞ 
♪夜のとしょかんコンサート 19:00-20:00  

子どもから大人まで、どなたでも楽しめます。 

本に囲まれた中で、特別なひとときを。 

 

  ♪書庫開放（要申込、30分の時間予約制）  

   普段立ち入ることのできない書庫へ潜入！ 

   申込受付：9/1（日）から 

……………………………･………………… 

図書館のシンボルであるフクロウがどこかへ

飛び去ってしまったようです。 

用紙に残された謎を解き、導かれる指示にし

たがって、見つけ出してください！ 

 

「図書館で★謎解き」  
～参加費無料、申込不要です～ 

日時：2024年８月１６日（金）～３０日（金）  

場所：野洲図書館本館（スタートは玄関ロビー） 

対象：どなたでも（推奨：12歳以上） 

 
 

 

 

 

 

♪音楽本 POP展示 

   市民の方々と司書おすすめの、音楽に

関する本を POPとともに展示します。 

   日時：８月末から 

★音楽本のＰＯＰ募集★ 

皆さまとっておきの音楽本を教えて

ください！ 
 

募集期間：8/25（日）まで 
 
ＰＯＰ用紙は図書館本館にあります。

ＨＰからもダウンロードできます。 


